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第2章では，種々の再現溶接熱サイクルを与えた球状黒鉛鋳鉄の CCT 図について，詳細な検討を行い， Ms点が473K






母材強度の 50%以下で破断するが，ムTs/sが約 13s 以上になるような予熱 (573K予熱)，または 470K程度から 1K/s
程度の速度で 673 K 以上への後熱を行うと， HAZ の限界破断応力が母材強度の 80%以上となることを明らかにして
いる。
第 5章では，球状黒鉛鋳鉄の溶接割れ低減の他の方法として，溶接棒の開発を取り上げ，市販されている Fe -Ni 系
鋳鉄用溶接棒の改良を意図し，溶接棒と母材とが溶融希釈する溶接金属を想定した 95種類の Fe -Ni -Mn -C -Si 
合金を試作し，それらの合金の冷却途中の引張強さ，凝固温度，収縮率， 303 --573K聞の熱膨張係数および硬さを検討
し，溶接金属組成の適正範囲を明らかにしている。
第 6章では，第 5章の結果を基に 16種の試作 Fe -Ni -Mn 一 C -Si 系溶加棒を用い，室温および種々の予熱温度
で溶接割れ試験を行い，試作溶加棒による溶接割れ低減の効果および予熱との組合せ効果を検討している。その結果，
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(2) 球状黒鉛鋳鉄の HAZ の限界破断応力はインプラント試験で求められることを明らかにするとともに， HAZ を
高靭性化し限界破断応力を母材強度の80%以上に高める予熱および後熱条件を，同試験法によって定量的に明確
にしている。
(3) 市販されている Fe -Ni 系鋳鉄用溶接棒の改良を意図し，溶接棒と母材とが溶融希釈する溶接金屡を想定した
95種類の Fe-Ni -Mn -C -Si 合金を試作し，それらの種々の特性を検討しその結果，溶接金属中のNi， Mn, 
C および Si の適正含有量の範囲を明らかにしている。
(4) 上記で明確にした溶接金属組成を基に， Fe -Ni -Mn -C -Si 系溶加棒を新たに開発し，室温および適正な予
熱下での自拘束型溶接割れ試験を行い，提案した溶加棒の有効性を評価している。そして，提案した溶加棒の組成
が，球状黒鉛鋳鉄の耐溶接割れ性を改善する上で極めて有効であることを実証している。
以上のように本論文は，球状黒鉛鋳鉄の溶接割れの基礎的現象を解明し，溶接施工および溶接金属組成の適正制御に
より，球状黒鉛鋳鉄の溶接割れ低減方法を確立しており，その成果は溶接工学ならびに生産加工技術の発展に貢献する
ところ大である。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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